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代表質問

令
和
８
年
度
予
算
編
成
の
評
価
と

　
　
　
　
　
　
　
　
枠
配
分
方
式
の
効
果
に
つ
い
て

答　
【
市
長
】
令
和
８
年
度
予
算
は
、
人
件
費
・
扶
助
費
・
公

債
費
な
ど
の
義
務
的
経
費
に
加
え
、
施
設
維
持
管
理
費
や
委
託

料
な
ど
の
経
常
的
経
費
も
、
物
価
や
労
務
単
価
の
上
昇
等
に
よ

り
増
加
す
る
中
で
編
成
さ
れ
た
。
一
方
で
、
市
税
や
地
方
交
付

税
な
ど
の
歳
入
の
伸
び
は
歳
出
増
を
十
分
に
賄
え
ず
、
歳
出
削

減
に
努
め
て
も
前
年
並
み
の
収
支
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
る
な
ど
、

厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、「
選
択
と
集
中
」
に
よ
り
経
常
的
経
費
の
圧
縮

や
新
病
院
建
設
に
伴
う
財
政
負
担
も
見
据
え
、
投
資
的
経
費
の

抑
制
に
努
め
、
市
債
残
高
の
縮
減
と
公
債
費
負
担
の
軽
減
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
一
方
で
、
重
点
施
策
に
は
積
極
的
に
予
算
を
配
分
し
、
物
価

高
騰
対
策
と
し
て
は
、
昨
年
12
月
以
降
、
高
齢
者
世
帯
等
へ
の

支
援
や
水
道
料
金
減
免
、
一
人
５
千
円
の
給
付
に
続
き
、
新
年

度
予
算
に
お
け
る
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
支
援
へ
と
切
れ

目
な
く
取
り
組
む
。
ま
た
、
子
育
て
・
教
育
分
野
で
は
５
歳
児

健
診
や
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の
開
始
、
小
学
校
の
給
食
費

の
完
全
無
償
化
、
く
り
さ
わ
学
舎
の
新
校
舎
基
本
設
計
な
ど
を

進
め
る
。

　
さ
ら
に
Ｇ
Ｘ
の
推
進
と
し
て
公
共
施
設
の
省
エ
ネ
化
や
設
備

改
修
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
支
援
を
行
い
、
市
民
生
活
の
質
向
上
と
地
域

経
済
活
性
化
を
図
る
。加
え
て「
枠
配
分
方
式
」の
導
入
に
よ
り
、

約
１・
９
億
円
の
節
減
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
歳
出
削
減
に
対

す
る
全
庁
的
な
意
識
醸
成
に
も
つ
な
が
っ
た
。
今
後
も
検
証
と

見
直
し
を
行
い
な
が
ら
定
着
を
図
る
。

市
立
総
合
病
院
と
北
海
道
中
央
労
災
病
院
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
営
統
合
に
つ
い
て

質
　
現
在
の
労
災
病
院
の
外
来
患
者
数
及
び
入
院
患
者
数
に
つ

い
て

答　
【
市
長
】
労
災
病
院
に
お
け
る
本
年
２
月
の
患
者
数
に
つ

い
て
、
１
日
当
た
り
の
平
均
で
言
う
と
、
外
来
は
約
226
人
、
入

院
は
約
35
人
で
あ
る
。
質
　
重
点
支
援
地
方
交
付
質
　
統
合
後

質
　
統
合
後
の
外
来
と
入
院
患
者
の
見
込
数
に
つ
い
て

答　
令
和
８
年
度
の
外
来
・
入
院
の
患
者
数
に
つ
い
て
は
、
外

来
延
べ
患
者
数
で
24
万
８
千
169
人
（
１
日
当
た
り
１
千
29
人
）、

入
院
延
べ
患
者
数
で
12
万
５
千
744
人
（
１
日
当
た
り
344
人
）
を

見
込
ん
で
い
る
。

質
　
労
災
病
院
か
ら
市
立
病
院
へ
移
行
す
る
職
員
数
と
人
件
費

に
つ
い
て

答　
統
合
時
に
労
災
病
院
か
ら
移
行
す
る
職
員
数
は
、
現
時
点

で
医
師
10
人
、
看
護
職
77
人
、 

医
療
技
術
職
41
人
、
事
務
職
等

19
人
の
合
計
147
人
と
な
り
、
移
行
す
る
職
員
に
係
る
令
和
８
年

度
予
算
に
お
け
る
人
件
費
と
し
て
約
11
億
７
千
万
円
を
計
上
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

新 

緑 

風 

会

　
石　
黒　
武　
美

民　
優　
会

　
大　
和　
　
　
勝

市 

民 

ク 

ラ 

ブ

　
平　
野　
義　
文　

市
政
運
営
の
基
本
姿
勢
と
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

質
　
岩
見
沢
に
備
わ
る
価
値
の
整
理
に
つ
い
て

答
　【
市
長
】
市
政
方
針
で
「
住
み
や
す
く
、
暮
ら
し
や
す
い

岩
見
沢
」
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
と
申
し
上
げ
、
安
全
安
心
の

確
保
や
産
業
振
興
、
子
育
て
環
境
の
充
実
を
通
じ
て
、
誰
も
が

健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
て
い

る
。
そ
の
具
現
化
が
第
６
期
総
合
計
画
に
お
け
る
「
健
康
経
営

都
市
」
で
あ
り
、
人
と
緑
と
、
ま
ち
が
つ
な
が
り
と
も
に
育
み

未
来
を
つ
く
る
将
来
像
を
示
し
て
い
る
。

　
岩
見
沢
市
は
、
交
通
ア
ク
セ
ス
、
農
業
、
子
育
て
環
境
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
、
教
育
機
関
な
ど
を
有
し
、
第
３
期
総
合
戦
略
で
は
こ
れ

ら
を
強
み
と
し
て
記
載
し
て
い
る
。「
健
康
経
営
都
市
」
は
企

業
経
営
の
考
え
方
を
ま
ち
づ
く
り
に
応
用
し
、
心
身
の
健
康
や

社
会
的
つ
な
が
り
、
生
き
が
い
を
含
む
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の

社
会
の
実
現
を
目
指
す
。

　
ま
た
、
総
合
戦
略
で
は
人
口
減
少
を
前
提
と
し
た
ま
ち
づ
く

り
と
経
済
活
性
化
を
継
続
し
て
推
進
し
て
お
り
、
10
年
後
を
見

据
え
た
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
よ
り
毎
年
の
施
策
に
反
映

し
な
が
ら
予
算
編
成
を
し
て
い
る
。

　
第
１
期
総
合
戦
略
の
策
定
後
、
子
育
て
世
代
を
中
心
に
社
会

動
態
は
改
善
し
、「
選
ば
れ
る
ま
ち
」
へ
と
認
知
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
」「
子
ど
も・子
育
て
」「
交
通
ア
ク
セ
ス
」「
健

康
経
営
都
市
」「
農
業
」「
芸
術
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
」
の
６
分
野

を
強
み
と
し
、
関
連
す
る
様
々
な
施
策
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
取
り

組
ん
で
い
る
。

二次元バーコードから各議員の質問を YouTube で視聴することができます。



日 

本 

共 

産 

党 

議 

員 

団

　
山　
田　
靖　
廣
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二次元バーコードから各議員の質問を YouTube で視聴することができます。

新
市
立
病
院
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て

質
　
配
置
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て

答　
【
市
長
】
令
和
６
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
、「
困
難
な
問
題

を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
女
性
相

談
支
援
員
の
配
置
が
努
力
義
務
と
さ
れ
て
い
る
。
本
市
に
お
い

て
も
、
相
談
内
容
が
複
雑
化
・
多
様
化
・
複
合
化
し
て
い
る
現

状
を
踏
ま
え
、
よ
り
専
門
的
か
つ
継
続
的
な
支
援
体
制
が
必
要

で
あ
る
と
判
断
す
る
と
と
も
に
、
第
３
次
い
わ
み
ざ
わ
男
女
共

同
参
画
実
践
プ
ラ
ン
の
中
間
見
直
し
に
合
わ
せ
、「
困
難
な
問

題
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
体
制
の
充
実
」
を
施
策
と
し
て
位

置
付
け
、
女
性
相
談
支
援
員
を
配
置
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
　
幅
広
い
年
代
や
様
々
な
困
難
へ
の
対
応
に
つ
い
て

答　
年
齢
や
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
よ
り
課
題
が
多
様
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
個
々
の
状
況
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
対
応
が
必
要

で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
女
性
の
Ｄ
Ｖ
や
性
被
害
、
経
済
的
困

難
や
社
会
的
孤
立
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
年
代
ご
と
に
異
な
る
課
題

が
あ
る
。
ひ
と
つ
の
窓
口
だ
け
で
完
結
す
る
も
の
で
は
な
く
、

福
祉
、
子
育
て
支
援
、
生
活
困
窮
支
援
、
就
労
支
援
な
ど
の
窓

口
に
加
え
、
必
要
に
応
じ
て
警
察
な
ど
の
関
係
機
関
と
も
連
携

を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
よ
り
新
た
に
支
援
調

整
会
議
を
実
施
し
、
安
全
確
保
を
含
め
た
継
続
的
な
支
援
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

日 

本 

共 

産 

党 

議 

員 

団

　
上　
田　
久　
司

代表・一般質問

女
性
相
談
支
援
員
を
配
置
す
る
取
組
に
つ
い
て

公 

明 

党

　
斉　
須　
正　
友

「
み
ん
な
が
健
康
で
元
気
に
暮
ら
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

質
　
視
覚
障
が
い
者
向
け
ア
プ
リ
の
導
入
に
つ
い
て

答　
【
市
長
】
視
覚
障
が
い
者
向
け
ア
プ
リ
「
ナ
ビ
レ
ン
ス
」

は
、
大
阪
・
関
西
万
博
の
会
場
内
に
お
け
る
案
内
に
使
用
さ
れ

た
ほ
か
、
一
部
の
自
治
体
で
は
市
役
所
や
図
書
館
、
美
術
館
等

に
専
用
の
タ
グ
を
設
置
し
、
視
覚
障
が
い
者
の
移
動
に
役
立
て

る
と
と
も
に
、
情
報
保
障
の
ツ
ー
ル
と
し
て
広
報
誌
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ア
ク
セ
ス
用
の
タ
グ
を
掲
載
し
て
い
る
例
も
あ
る
。
ナ

ビ
レ
ン
ス
を
は
じ
め
、
視
覚
障
が
い
者
も
使
え
る
様
々
な
ア
プ

リ
が
日
々
開
発
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
す
る
こ
と
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
日
常
生
活
に
お
け
る
利

便
性
を
高
め
る
も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
当
市
で
の
導
入
に
つ

い
て
は
、
実
際
に
ア
プ
リ
を
使
用
す
る
視
覚
障
が
い
者
の
意
見

を
聴
き
、
先
行
自
治
体
に
お
け
る
導
入
効
果
や
コ
ス
ト
も
踏
ま

え
、
検
討
し
て
い
く
。
質
　
新
病
院
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
体
制
質

質
　
新
病
院
建
設
工
事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

答　
新
病
院
の
建
設
工
事
は
、
昨
年
９
月
に
大
成
建
設
株
式
会

社
札
幌
支
店
を
代
表
者
と
す
る
異
業
種
特
定
建
設
工
事
共
同
企

業
体
と
の
間
で
、
令
和
10
年
９
月
ま
で
を
工
期
と
す
る
工
事
請

負
契
約
を
締
結
し
、
11
月
か
ら
着
工
し
た
。
本
年
１
月
末
ま
で

に
杭
の
打
設
工
事
を
完
了
し
、
２
月
か
ら
は
基
礎
工
事
に
入
っ

て
お
り
、現
在
の
と
こ
ろ
予
定
ど
お
り
に
工
事
が
進
ん
で
い
る
。

令
和
８
年
度
は
基
礎
工
事
の
ほ
か
、
地
下
部
分
の
躯
体
工
事
や

免
震
装
置
の
設
置
な
ど
を
行
い
、
地
上
部
分
の
躯
体
工
事
は
令

和
９
年
度
以
降
に
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
、
令
和
10
年
秋
の
開

院
に
向
け
着
実
に
推
進
し
て
い
く
。

質
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
デ
マ
ン
ド
交
通
も
含
め
た
対
応
が

必
要
で
は
な
い
か

答　
【
市
長
】
新
病
院
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
の
向
上
に
つ
い
て

は
、
基
本
計
画
や
基
本
・
実
施
設
計
段
階
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
要
望
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
新

病
院
の
開
院
ま
で
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
の
一

つ
と
認
識
し
て
い
る
。
先
月
策
定
し
た
「
岩
見
沢
市
地
域
公
共

交
通
計
画
」
に
お
い
て
も
、
市
民
の
暮
ら
し
を
支
え
る
公
共
交

通
の
維
持
に
向
け
、
新
病
院
へ
の
移
転
に
伴
う
新
た
な
通
院
需

要
を
踏
ま
え
た
交
通
ア
ク
セ
ス
の
確
保
を
図
る
こ
と
と
し
て
い

る
。

　
こ
れ
ま
で
は
、
新
病
院
の
建
設
地
で
あ
る
北
海
道
中
央
労
災

病
院
用
地
に
ア
ク
セ
ス
す
る
路
線
バ
ス
を
運
行
し
て
い
る
北
海

道
中
央
バ
ス
株
式
会
社
と
の
間
で
、
国
道
12
号
か
ら
敷
地
内
へ

乗
り
入
れ
す
る
際
の
傾
斜
に
必
要
な
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ

や
、正
面
玄
関
前
に
設
置
を
予
定
し
て
い
る
ロ
ー
タ
リ
ー
な
ど
、

路
線
バ
ス
の
乗
り
入
れ
が
可
能
と
な
る
ハ
ー
ド
面
の
要
件
に
つ

い
て
優
先
的
に
協
議
し
て
き
た
。

　
今
後
に
お
い
て
は
、
敷
地
内
に
乗
り
入
れ
る
バ
ス
路
線
や
便

数
な
ど
の
具
体
的
な
協
議
を
行
う
が
、
路
線
バ
ス
事
業
者
を
取

り
巻
く
厳
し
い
環
境
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
開
院
時
に
お
け
る
利

用
し
や
す
い
運
行
ダ
イ
ヤ
や
必
要
便
数
の
確
保
に
向
け
て
、
交

通
事
業
者
と
市
の
関
係
部
局
が
連
携
し
、
運
行
形
態
も
含
め
た

様
々
な
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
く
。
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二次元バーコードから各議員の質問を YouTube で視聴することができます。

新 

緑 

風 

会

　
松　
本　
一　
郎　

幌
向
線
バ
ス
路
線
廃
止
に
よ
る
Ｊ
Ｒ
駅
へ
の
影
響

質
　
幌
向
駅
の
利
用
者
増
加
・
駅
前
周
辺
整
備
と
駅
構
内
の
安

全
性
・
利
便
性
の
確
保
に
つ
い
て

答
　【
市
長
】
中
央
バ
ス
幌
向
線
廃
止
後
の
Ｊ
Ｒ
駅
へ
の
影
響

に
つ
い
て
は
、バ
ス
の
利
用
者
は
１
日
平
均
50
人
程
度
で
あ
り
、

鉄
道
利
用
に
シ
フ
ト
し
た
場
合
で
も
、
駅
の
利
用
者
数
は
大
き

く
変
わ
ら
な
い
も
の
と
想
定
し
て
い
る
。
幌
向
地
区
内
の
移
動

手
段
に
つ
い
て
は
地
域
と
協
議
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
実
現
に

よ
り
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
に
と
っ
て
も
利
便
性
が

高
ま
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
駅
周
辺
の
送
迎
ス
ペ
ー
ス
は
南

側
に
整
備
済
み
で
あ
り
、
駐
車
場
整
備
は
市
独
自
で
の
整
備
は

難
し
い
が
、
必
要
に
応
じ
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
て
い
く
。

質
　
幌
向
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化

に
つ
い
て

答　
幌
向
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
北
海

道
の
設
置
基
準
を
満
た
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
や
維
持
管
理
の

負
担
な
ど
か
ら
、
ス
ロ
ー
プ
を
設
置
す
る
こ
と
で
対
応
し
、
供

用
後
に
お
い
て
も
、
地
域
と
協
議
を
行
い
な
が
ら
、
施
設
の
定

期
的
な
点
検
や
修
繕
を
通
じ
て
、
利
用
者
の
安
全
性
や
利
便
性

の
向
上
に
努
め
て
い
る
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
設
置
基
準
で
あ

る
１
日
当
た
り
利
用
者
数
３
千
人
に
対
し
、
幌
向
駅
の
直
近
の

利
用
者
数
は
１
千
676
人
で
あ
り
、
設
置
基
準
を
満
た
し
て
い
な

い
。
今
後
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
基
準
改
正
な
ど
国
の
動
向
を

注
視
す
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
の
可
能
性
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
し
て

い
く
。

一般質問・審議結果

議 案 番 号 件　　   名 審 議 結 果
令和７年請願第 １ 号 学校給食費の値上げ反対・無償化について 不　採　択
令和７年請願第 ２ 号 ごみ処理手数料の値上げ撤回について 〃

議案第 ２ 号 岩見沢市特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の設定について 原 案 可 決
議案第 ３ 号 岩見沢市旧美流渡中学校交流館条例の設定について 〃

議案第 ４ 号 岩見沢市分限、懲戒及び勤務条件に関する条例及び岩見沢市病院事業の設置等に関する条例の一
部改正について 〃

議案第 ５ 号 岩見沢市職員の定年等に関する条例の一部改正について 〃
議案第 ６ 号 一般職員の給与に関する条例の一部改正について 〃
議案第 ７ 号 職員の旅費支給に関する条例等の一部改正について 〃
議案第 ８ 号 岩見沢市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について 〃
議案第 ９ 号 岩見沢市国民健康保険条例の一部改正について 〃

議案第 10 号 岩見沢市多目的研修集会施設等条例及び岩見沢市多目的研修集会施設等条例の一部を改正する条
例の一部改正について 〃

議案第 11 号 岩見沢市火入れに関する条例の一部改正について 〃
議案第 12 号 岩見沢市道路占用料条例の一部改正について 〃
議案第 13 号 岩見沢市水道事業給水条例等の一部改正について 〃
議案第 14 号 岩見沢市栗沢工芸館条例の廃止について 〃
議案第 15 号 岩見沢市過疎地域持続的発展市町村計画の策定について 〃
議案第 16 号 上幌向地区多目的研修会館の指定管理者の指定について 〃
議案第 17 号 令和８年度岩見沢市一般会計予算について 〃
議案第 18 号 令和８年度岩見沢市特別会計国民健康保険費予算について 〃
議案第 19 号 令和８年度岩見沢市特別会計公共用地等造成費予算について 〃
議案第 20 号 令和８年度岩見沢市特別会計公設卸売市場費予算について 〃
議案第 21 号 令和８年度岩見沢市特別会計高等学校費予算について 〃
議案第 22 号 令和８年度岩見沢市特別会計企業用地造成費予算について 〃
議案第 23 号 令和８年度岩見沢市特別会計介護保険費予算について 〃

令和８年第１回定例会（３月２日令和８年第１回定例会（３月２日 ▶ ▶３月２４日）審議結果３月２４日）審議結果

令和８年第 1回臨時会（１月 14日令和８年第 1回臨時会（１月 14日  ）審議結果）審議結果
〇物価高騰対策の予算を増額することについて審議

議 案 番 号 件　　   名 審 議 結 果
議案第 １ 号 令和７年度岩見沢市一般会計補正予算について（第７号） 原 案 可 決
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審議結果

議 案 番 号 件　　   名 審 議 結 果
議案第 24 号 令和８年度岩見沢市特別会計後期高齢者医療費予算について 原 案 可 決
議案第 25 号 令和８年度岩見沢市病院事業会計予算について 〃
議案第 26 号 令和８年度岩見沢市水道事業会計予算について 〃
議案第 27 号 令和８年度岩見沢市下水道事業会計予算について 〃
議案第 28 号 令和７年度岩見沢市一般会計補正予算について（第９号） 〃
議案第 29 号 令和７年度岩見沢市特別会計国民健康保険費補正予算について（第２号） 〃
議案第 30 号 令和７年度岩見沢市特別会計介護保険費補正予算について（第４号） 〃
議案第 31 号 令和７年度岩見沢市特別会計後期高齢者医療費補正予算について（第２号） 〃
議案第 32 号 令和７年度岩見沢市病院事業会計補正予算について（第１号） 〃
議案第 33 号 令和７年度岩見沢市水道事業会計補正予算について（第１号） 〃
議案第 34 号 常勤監査委員の選任について　【永井 亘 氏】 同　　　意
議案第 35 号 教育委員会の委員の任命について　【南部 博明 氏】 〃
議案第 36 号 公平委員会の委員の選任について　【田原 美幸 氏】 〃
議案第 37 号 公平委員会の委員の選任について　【出口 智 氏】 〃

意見書案第 1 号 生産現場に寄り添った農業政策について 原 案 可 決
決議案第 １ 号 閉会中の所管事務調査について 〃
※可決した意見書案・決議案の全文は、市議会ホームページでご覧になれます。

  第１回定例会までに提出された次の陳情・要望書は全議員に写しが配付されました。
■ 日本国憲法の尊重・擁護について
■ 生産現場に寄り添った農業政策を求める意見書について 

会　派　名 市民クラブ 新緑風 民優 公明 共産
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名 平

野
義
文

伊
澤
幸
信

武
田
貞
行

木
村
光
宏

枝
廣
晴
基

新
井
優
也

坂
井
秋
子

豊
岡
義
博

野
尻　

清

宮
下　

透

峯　

泰
教

石
黒
武
美

河
合
清
秀

太
田
博
之

松
本
一
郎

大
和　

勝

日
向
清
一

坂
井
照
美

斉
須
正
友

猪
口
満
雅

上
田
久
司

山
田
靖
廣

令和７年  
請      1） 学校給食費の値上げ反対・無償化について × × × × × × × × ××

議　
　
　

長

× × × × × × × × ×○○

令和７年  
請      2） ごみ処理手数料の値上げ撤回について × × × × × × × × ×× × × × × × × × × ×○○

議      9） 岩見沢市国民健康保険条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議    17） 令和８年度岩見沢市一般会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議    18） 令和８年度岩見沢市特別会計国民健康保険費予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

議    24） 令和８年度岩見沢市特別会計後期高齢者医療費予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×

請願に対する討論

　給食費は家計負担が大きく、物価高騰下での大幅値上げは子
育て世帯に大きな影響を与える。各地で無償化が進み、本市で
も小学生の無償化が予定されていることから、子育て支援や定
住促進の観点でも、値上げをやめ、中学生の無償化実施を求め
る本請願は妥当であり、採択すべきである。　

　給食費は物価高騰下でも給食の質と量を維持しながら保護者
負担の軽減を図ってきた。令和 8 年度からは国の制度を活用
し小学生は無償化を実施し、中学生も物価高騰による不足分を
市が補填して負担軽減を図る。厳しい財政状況の中、安定的な
給食提供には改定は避けられず、本請願は採択すべきではない。

　ごみ処理手数料の大幅値上げにより、負担増に対する市民の
声が届いている。費用増加分が市民に転嫁されている側面があ
り、他の値上げと重なり負担は大きい。まずは減量化や資源化
の徹底を図り、値上げによらない対応で市民負担軽減を図るべ
きであることから本請願は妥当であり、採択すべきである。

　ごみ処理費用は物価や人件費の上昇により増加しており、現
行負担では将来への先送りが懸念される。安定的な処理には減
量化の推進と負担の公平性確保が必要である。料金改定は国の
水準や市民意見を踏まえた適切なものであり、持続可能な体制
維持の観点から、本請願は採択すべきではない。

令和７年　請願第１号　学校給食費の値上げ反対・無償化について
賛　　　成 反　　　対

賛　　　成 反　　　対
令和７年　請願第２号　ごみ処理手数料の値上げ撤回について

各議員の議案に対する賛否の状況（賛否の分かれたもの）



予算審査特別委員会

令和８年度　岩見沢市各会計予算案など をチェック
第１回定例会では、令和８年度各会計予算案や関連議案を一層慎重に審査するため、「予
算審査特別委員会」が３月１２日に設置されました。３月１６日～１８日の３日間で分
科会審査を行い、３月１９日の予算審査特別委員会で歳入に係る審査の後、討論・採決
を行いました。

一般会計　４８５億円 特別会計　２０８億 6 千万円

前年比　４億円（0.8％）増 前年比　３億８千万円（1.9％）増

カスハラ対策研修の実施内容について。ま
た、カスハラから職員を守るための取組に
ついて

中央バスへは、赤字額を全て補填すること
を基本としており、相応の補填額が生じて
いる。なお、同社は市街地をエリアとする
唯一最大の事業者で代替は困難であるとの
認識のもと、今後の公共交通体系の確保を
進めていくことが重要と考えている。

中央バスへの補填の考え方や今後の公共交
通確保に向けた方向性について

カスハラ予防・対応マニュアルの作成及び
説明会、正当なクレームとの違い等の研修
を実施。職員を守る取組については、カス
ハラ防止ポスターの掲示、記名章の表記の
変更、録音対応などを実施している。

総務分科会
新市立病院の入院・外来患者数の増加に向
けた取組について

補助金は、会館の新築・改修費の 5 分の 3、
解体費の 5 分の 1 を交付している。令和
８年度は、近年の気候変動や蛍光灯の製造
終了に向け、エアコン設置や照明の LED
化も対象とし、補助率は 5 分の 3 を予定
している。

町会会館建築補助金の概要及び令和８年度
の変更内容について

入院患者数は、回復期リハビリ病棟の前倒
し開設やベッドコントロールを行い、確保
に努める。外来患者数は、診察室増設や午
後枠拡大、駐車場拡充等で利便性向上を図
る。また、地域医療連携を推進し、紹介患
者の確保に努める。

民生分科会

オータムフェスト出店後の市の評価や他市
町村との差別化を図るためのブランド戦略
について

道路補修は巡回や要望などをもとに現地
確認し、判断している。令和７年度は
約８３０件の要望に対し、３８０件の
補修を実施。厳しい財政下でも毎年約 4
億１千万円の予算を確保し、通行量や安全
性を考慮し対応している。

市民からの道路補修の要望に対して、どの
程度要望を実現することができているか。

オータムフェストでは、前年度から販売額
が減少したため、十分な成果を得られな
かった。ブランド戦略としては、商品の魅
力・知名度向上や新商品開発のために関係
者と協議を重ねたい。

経済建設分科会 ー予算可決までの流れー

⑤３月２４日　本会議で予算審査特別委員会委員長
が審査結果を報告、討論の後、可決しました。
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分科会で
審査を
行います！

①予算審査特別委員会
３月１２日
正副委員長の互選
３月１３日
３分科会設置

②分科会審査
３月１６日～１８日
総務・民生・経済建設
分科会に分かれて予算
案などを審査しました。

③分科会審査の報告
各分科会委員長から特
別委員会委員長へ審査
結果を報告しました。

④予算審査特別委員会
３月１９日
一般会計歳入に係る審
査の後、討論、採決を
行いました。



議場見学・議員定数等検討委員会

　１月 20 日、くりさわ学舎６年生１９名が議場に来られ、普段はなかなか入ることが
できないバックヤード見学、市議会の仕組み、市議会○×クイズなどを通し、市議会や
議員の活動について学習する機会となりました。後半は、児童の皆さんの質問に対し、
議員それぞれが考えた内容で答えさせていただきました。
　なお今年度の主権者共育や議場見学を通じて、１１校、４００名以上の子ども達とと
もに、私たち議員も多くを学ぶ機会となりました。児童・生徒の皆さん、担当いただき
ました先生方に改めて感謝申し上げます。来年度も引き続き、たくさんの子ども達と「共
に学ぶ機会」とするため尽力してまいります。

議場見学を
実施しました

議会での議員の呼び方
や議長の進め方が実際
に議会に参加している
ような気持ちになりま
した。

議員になったきっかけ
が人それぞれで、一番
若い人が 30 歳。若い
人も議員になれるとわ
かった。

資料や写真を使ったり
して、議会について詳
しく私たちが理解しや
すいように教えてくれ
た。

行く前は緊張したが、
意外と楽しかった。こ
れからは地域のことを
自分事として考えてい
きたいと思った。

議会の説明の他にも議
場見学やバックヤード
ツアーなどで、色々な
部屋を見学できたこと
が興味深かった。

感想を聞いて
みました！

熊の出没の第一報が
入った時、どのよう
な対応をしています
か？

豪雪地帯の岩見沢。
除雪の優先順位は決
まっていますか？

来年度の予算をど
のようなことに使
おうと考えていま
すか？

～こんな質問をしてくれました！～

ふるさと納税の返礼品
として登録されている
ものが思っていたより
多かった。

　議場に来る前の印象は、「堅苦し
い」「難しそう」「何をしている人達
かわからない」などの意見が多かっ
たですが、実施後には、印象が変わっ
た児童が多いように感じました。「ま
た行きたい！」という嬉しい声もい
ただきました。

～くりさわ学舎６年生～
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～これまでの取組～　　　
議長からの諮問を受け、「議員定数等
検討委員会」を設置
令和７年７月３１日に第１回の委員会
を開催
委員長、副委員長、委員６名、合計８
名で構成

各会派で協議実施の後、委員会で報告、
協議

〈協議項目〉
１. 議員定数について
２. 議会の活性化について
３. 議員のなり手不足解消について

議員定数に対する
答申書が提出されました

ー議員定数等検討委員会ー

市民との意見交換会の開催
（広報広聴委員会との合同開催）

➡➡
参加者より、多様な意見を拝聴
参加者アンケート、他 YouTube で
動画公開、Web アンケートを実施

議員定数検討に係る評価シートをもと
に、各会派で協議を実施の後、委員会
で報告・協議

➡➡　　　
令和８年３月２４日　議長へ答申

　議長から諮問を受け、議員定数等検討委員会では、委員会８回、広報広聴委員会との合同委員会３回、市民との
意見交換会開催に加え、YouTube での動画公開や Web アンケートも実施しながら議論を重ねました。その結果、
次期議員定数は現行の２２人から 1 人減の２１人が妥当との結論に至り、３月 24 日に議長へ答申しました。なお、
３会派が「２１人」とする案を支持し、他に「２０人」（１会派）、「２２人」（１会派）とする案も示されました。
　委員会で重視したのは、人口減少や社会の複雑化が進む中でも、行政監視や多様な民意の反映を担う議会機能と
チェック体制を維持することです。あわせて諮問のあった「議会の活性化」「議員のなり手不足の解消」について
も協議を重ねました。これからは今後のより良い議会活動につなげてまいります。

答申書の詳細は二次
元バーコードよりご
覧ください。

❶ ❷

❸ ❹

議員定数等検討委員会 委員長　平野 義文
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　いわみざわ市議会だより

南空知４市５町議会議員研修会
　　　　　　　　を開催いたしました

議会日誌
1 月 14 日 ・議会運営委員会　・第 1 回臨時会

・総務常任委員会　・民生常任委員会
・経済建設常任委員会

20 日 ・くりさわ学舎（前期課程）議場見学
26 日 ・幹事長会議　・総務常任委員会

・経済建設常任委員会　・議会運営委員会
28 日 ・広報広聴委員会　
30 日 ・議員定数等検討委員会

２月 ３日 ・民生常任委員会
12 日 ・総務常任委員会
13 日 ・委員会他都市調査に係る議員報告会
19 日 ・南空知４市５町議会議員研修会
26 日 ・議員定数等検討委員会
27 日 ・議会運営委員会

３月 8 日 ・各派代表者会議　・第１回定例会（第１号） 
・委員会正副委員長会議　・広報広聴委員会

9 日 ・総務常任委員会　・民生常任委員会
・経済建設常任委員会

10 日 ・議会運営委員会　・第１回定例会（第２号）
11 日 ・第１回定例会（第３号）
12 日 ・第１回定例会（第４号）

・予算審査特別委員会
13 日 ・予算審査特別委員会　・議員定数等検討委員会
16 日 ・予算審査特別委員会総務分科会
17 日 ・予算審査特別委員会民生分科会
18 日 ・予算審査特別委員会経済建設分科会
19 日 ・予算審査特別委員会　　
23 日 ・議員定数等検討委員会
24 日 ・議会運営委員会　・第１回定例会（第５号）

・議員定数等に関する答申　・広報広聴委員会

令和８年第２回定例会は
 ６月　　開会予定です。 議場にてお待ちしております！

　

　今年の冬は例年に比べ雪が少なく、除排雪の負担が軽
かった一方で、雪に関わる仕事や地域経済への影響を心
配する声も聞かれました。改めて、岩見沢にとって雪は
暮らしと密接に関わる存在であると感じます。
　第１回定例会では、新年度の予算や各種事業について
活発な議論が行われました。私たち議員一同、市民の皆
様の声を大切にしながら、安心して暮らせるまちづくり
に取り組んでまいります。

いつもご覧いただき誠にありが
とうございます。今後の参考と
するため、「議会かわら版」ヘ
の感想を募集いたします。FAX

（0126-25-5503）、 ま た は 二
次元バーコード
からお待ちして
おります。

　 ２月１９日、岩見沢市、
夕張市、美唄市、三笠市
、南幌町、由仁町、長沼
町、栗山町、月形町の議
員約１００名が岩見沢市
生涯学習センター「いわ
なび」に一堂に会しまし
た。当日は、一般社団法
人 地方公共団体政策支援
機構 上席研究員 渡辺太樹

氏を講師にお招きし、「議会が行うべき政策議論・政策提言
とは何か～データに基づく南空知地区の現状と課題について
～」と題した研修会を開催いたしました。研修では、各テー
ブル4～5名に分かれ、それぞれの市町が抱える現状や課題を
出し合い意見交換を行いました。自治体の枠を超えて率直に
議論を交わすことができ、大変有意義な機会となりました。
　今回実施に至る背景には、令和７年３月、４市５町での「
南空知定住自立圏」の形
成に関する協定が締結さ
れたこともあり、市町議
会としても現状・課題等
を共有し共に考え、政策
提言へとつなげていくこ
とを目的としております
。今後も、広域的な連携
を深める研修会を継続し
てまいります。

南空知定住自立圏…岩見沢市を中心市として近隣市町が医療や
　　　　　　　　　福祉、公共交通、産業振興等の様々な分野で
　　　　　　　　　相互に役割分担し、連携を図る取組です。

委員会他都市調査に係る議員報告会
　　　　　　　　を実施いたしました

　2月13日、３年目となる他都市調査に係る議員報告会を開
催いたしました。４委員会がスライドを活用し、調査の目的
や項目、今後の展開等について報告。議員全員で情報を共有
するほか、市の担当者にも同席いただき、行政と議会が同じ
視点で学びを深める機会となりました。また、終了後に広報

広聴委員会活動報告を実施。活
動内容、今後の方向性等につい
て共有いたしました。報告会を
通し、委員会として、議員個々
として今後の岩見沢のまちづく
りにどのように生かしていくか
を考える大変意義深い時間とな
りました。

議会基本条例の検証を行いました

　議会基本条例は、市民の負託に応え、市民福祉の向上と市
政の発展に寄与することを目的とし定めたものです。議会や
議員の様々な活動が条文の目的を果たしているか議論を重ね
、この度、検証結果を取りまとめましたのでお知らせいたし
ます。二次元バーコードよりご覧ください。
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